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旭の子だより
～かしこく やさしく たくましい 旭の子～ No,10(2025.2.19)

校歌朝会～旭小学校にいた”あかし”～

校 長 半田 幸弘

私は校歌が大好きです。自分が在籍した学校や勤務した学校の校歌を口ずさむとその当時の自分が

思い出され、時に励まされ、時にがんばっていた自分を思い出し、今を生きる力になるからです。そ

んな思いから、子どもたちにも旭小の校歌をしっかりと心に刻んで卒業してほしいと思っています。

２月５日(水)朝会を行いました。自分の中では校歌朝会にしようと前々から決めていました。卒業

式や退任式に旭小の一員として共に過ごせたことへの感謝の気持ちを込めて気持ちよく校歌を歌える

子どもたちであってほしいからです。

いつも通り、「かしこく やさしく たくましい 旭の子の

みなさん、おはようございます！」から始め、本校校歌の歴

史を話しました。旭小の校歌が昭和５９年１１月にお披露目

されたこと、校歌制作委員会の人たちが歌詞を考え、２部合

唱で素晴らしい校歌であることなど。そして、僕が校歌を歌

いますと伝えました。拍手の中、梅澤先生も出て、校歌を歌

いました。子どもたちはきょとんとしています。それもその

はず、「東のそらに♪」と歌い出さずに「明るい今日の風が吹

く♪」と歌い出しました。続けて「校舎の窓に声あげて♪」

‥「光る力よ♪宝泉小学校♪」と歌いました。僕と梅澤先生

は小さい頃に通っていた宝泉小学校の校歌を歌ったのです。

そして小学校時代の思い

出を語り合いました。年齢

も違い、当時の宝泉小学校

は1,500人を超えるマンモ

ス校だったのでお互いに知

らないもの同士ですが同じ校歌を歌える。校庭の大きな松や朝に

なると地面にたくさんあったモグラの跡などの話題で盛り上がれ

る。つまり、年代が違っても、校歌が共通項となり、その校歌を

歌うことで様々な出来事が思い出されてくるということを子どもたちにわかって欲しかったのです。

最後に聞きました。６年生はあと何回校歌が歌えるのかな？全校では何回歌えるのか？６年生を送

る会の一回だけかもしれないね。今、みんながそろっているから、

校歌を歌いたいでしょ？と聞いた後、全校で歌いました。その校

歌は僕が４月に赴任以来、最高に上手で気持ちのよい校歌でした。

子どもたちが校歌の大切さに気づき、素晴らしい校歌を聴かせ

てくれたことに感謝したい

です。そして、僕が伝えた

かったことを見事に書いた

感想(裏面)も寄せてくれま

した。年度が終わるのはさ

みしいけれど、卒業式や退

任式の校歌が今から楽しみ

です。



学校評価アンケートへのご回答ありがとうございました。

２学期末に保護者の皆様に依頼した学校評価アンケートの結果が出ました。概ね良好なご評価

をいただけたことに感謝申し上げます。特に自由記述ではたくさんの感謝のお言葉をいただき

ました。それを励みにこれからも子どもたちのために全教職員、全力でがんばっていきたいと思

っています。なお、個別に回答が必要な方には

順次連絡をさせていただいています。また、結

果については、後日配布させていただきます。

＜半田のつぶやき＞

PTAのR7年度入会調査の結果がほぼ出た。全校児

童に対して８割ほどの方が入会をいただけそうで安

心した。５割を切るようだとPTAの在り方をさらに変

えなければならないと思っていた。似たような例は

あるものの、旭の子のためのPTAはここにしかない。

今後試行錯誤が続くかもしれないが改革が子ども

たちのためになることを強く願っている。

残念なお知らせ
本校の校章にもなっている桜の木が2/15(土)に伐採されま

した。バラ科の樹木に寄生する特定外来生物クビアカツヤカ

ミキリによる被害のためです。

今夏、正門周辺でたくさんのクビアカツヤカミキリが見つ

かり、見つける度に駆除していたのですが、その数は数えき

れないほどでした。カミキリが出たたくさんの穴からは異常

なほどの樹液が出ていたので、専門業者に見てもらうと内部

にはたくさんの空洞があるだろうとのこと。また、老木であ

り、落木や倒木の恐れがあるとのこと。子どもがたくさん通

るところであり、市教育委員会とも相談の上、安全確保のために伐採することとなりました。

たいへん残念ではありますが、新たな植樹も含めて本校のシンボルツリーについて、検討してい

きたいと思っています。

おめでとうございます！
１月１７日(金)、

東京大学安田講堂で

行われた文部科学大

臣優秀教職員表彰式

において本校の飯山

可奈子教諭が表彰さ

れました。学校とし

てとても喜ばしいことです。これからも子供た

ちのために該当教職員とともに全教職員で頑張

っていきたいと思います。

旭小アカデミア計画第３弾「食べることの大切さを知ろう！」
東洋大学食環境科学部 健康栄養学科教授井上広子研究室のみなさんによる体験型食育授業「食

べることの大切さを知ろう！」が１月１７日(金)５，６校時に体育館で行われました。当日は６年

生児童だけでなく、保護者や地域の方にも参加していただきました。当日、学級閉鎖中だった６年

２組児童にはオンライン配信されました。

本校咀嚼度調査及びアンケートの結果発表と解説の後、様々なブースで体験となりました。、食

品模型による自分の食事バランス評価、旬の食材釣りゲーム、行事食･野菜当てクイズ、野菜摂取

量チェックなど、どれも最新の研究に裏打ちされた体験ができました。特に様々な食材サンプルか

ら自分が食べたいものを選んでトレイにのせ、測定器に置くと栄養バランスが表示されるブースで

は自分の偏食に気づいた子が多かったです。今回の学びをこれからの長い人生にいかしてほしいと

思っています。


